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生育予測とQRコードを活用したスマート商流システムによるトレーサビリティの
確立とこれに伴う輸出拡大、並びにスマート農機の利用拡大の実証

161ha（レタス103ha、ブロッコリー10ha、枝豆25ha、その他露地野菜23ha)
うち実証面積：レタス5ha、ブロッコリー10ha

　　　　（株）鈴生（静岡県静岡市）
実証課題名

経 営 概 要

露地野菜

★

導 入 技 術 ①生育予測技術　②スマート商流（QR コードによるトレーサビリティシステム、ブロッコリー
花蕾分割選別装置）　③野菜輸出　④コントラクター事業

①①

②
② ③ ④② ③ ④

○生育予測システムにより、レタス廃棄率を収穫量の2%以下、QRコードシステムの満足度70%以上を獲得
○2か国以上で収益を確保できるかを調査、ブロッコリー花蕾分割選別装置を活用し、新規販売先を３社確保
○運送会社の積載効率アップによる売り上げ10%増、コントラクター事業を利用する農家・企業を２戸以上

目　　標

（株）鈴生　繁田 （TEL:054-206-1203、https://www.oretachinohatake.com）問い合わせ先

3 事業終了後の普及のための取組
○本事業の構成機関である鈴生、静岡県、ヤンマーアグリジャパン、JA静岡経済連、アグリオープンイノベーション機構のネットワーク等を活用し、
情報発信を行う。
○視察や取材等を通し、実証成果を示したパンフレット・ビデオを用いて、普及活動を続けていく。
○HP(https://www.oretachinohatake.com) や SNS(https://www.instagram.com/suzunari.official/) で、積極的に発信を行う。

2 導入技術の効果
生育予測技術 QRコードによるトレーサビリティの実証

野菜輸出 ブロッコリー花蕾分割選別装置

●生育予測システムを導入し、圃場毎に収穫日を予測した。
●出荷のばらつきを把握し、「契約数量」と「予定数量」の比較を行った。
●出荷量の標準化や、予定数量の適合具合の向上に関して、生育予測
システムの導入効果の一端を示すと考察される。

●令和 3 年度にシンガポール、令和 4 年度にシンガポール・香港・台
湾への輸出を行った。
●シンガポールの明治屋スーパーのスタッフ 7 名に対しアンケートを実施し
たところ、QRコードシステムの満足度100%を確保した。
●鈴生のレタスは、形も揃い、パッケージも良いという評価をいただき、輸出の可
能性を感じた。

●バイヤー、一般消費者にアンケートを実施し、満足度 70% 以上を
獲得し目標を達成した。
●令和3年度のアンケート結果を反映し、栽培動画以外にも、レシピ動画、
JGAP認証書、SNS連携等が見られるようにシステム改修を行った。

●花蕾分割選別装置での一次加工で、新規販売先を3社獲得し目標達成した。
●大手スーパーで「ばらしブロッコリー」として試験販売を開始した。
●フローレットカットされたブロッコリーのニーズは非常に多いことが分
かった。

1 目標に対する達成状況
〇QR コードを添付し、レタス・リーフレタス・ブロッコリーを出荷した。バイヤー、一般消費者にアンケートを実施し、バイヤー（10 社）では、
満足度 70%（30% は未使用）であり、使用していただいた方の満足度は 100% だった。一般消費者 33 名のアンケート結果では満足度 93.9%
を確保し、目標達成した。
〇花蕾分割選別装置での一次加工で、新規販売先を 3社確保し、目標達成した。

実証成果

3-17

持続可能な都市農業を実現するための農作業支援ロボットによるスマート農業一貫
体系の確立
露地野菜200a/施設トマト80a/ナシ130a　
うち実証面積：施設トマト 12a /ナシ 15a

　　　　井出農園ほか（神奈川県藤沢市ほか）

実証課題名

経 営 概 要 ★

導入技術

トマト：小型運搬ロボットにより、作業時間20%削減。リモート防除により作業工程の75%遠隔化
し、作業者の農薬暴露を90%削減
ナシ：小型運搬ロボットにより、作業時間20%削減。

目　　標

実証代表：株式会社 NTTデータ経営研究所 （e-mail：kanagawa-agri@nttdata-strategy.com）問い合わせ先

3 事業終了後の普及のための取組
○今後も各生産者団体の研修会や普及センター主催の農業セミナー等で発表し普及展開を図っていく予定である。
○小型多機能ロボットについては試験販売を開始しており、県や JA に声掛けして各地でデモや貸出を行っている。今後、自動追従精度を高めるな
ど改良を行い、市販化後は販促に努めていく。　
○太陽光充電パネルにより充電して使用している草刈りロボットについては、実証効果があるともに実証圃場の川名梨園より継続利用希望の声もい
ただいていることから、メーカーとともに JAなど連携を図りながら普及展開に努める。

1 目標に対する達成状況
〇施設トマトの収穫運搬車に小型多機能ロボットを導入したことにより、収穫の作業時間を 22％削減し目標達成
〇ナシ園において、草刈りロボットを活用した作業の自動化により、草刈りの作業時間を 77%削減し目標達成
〇施設トマトで小型多機能ロボットを活用したリモート散布により、作業者の農薬暴露を 99%削減し目標達成

2 導入技術の効果
小型多機能ロボット活用による収穫運搬作業時間

●施設トマトにおいて、作業時間は、慣行作業
の 282 分 /10a に比べ、小型多機能ロボッ
トを活用した実証試験（2 年目）では 221
分 /10aとなり、22％削減。

草刈りロボット活用による作業時間

●ナシ園において、草刈りロボットが落ちたナ
シに乗り上がる対策としてロボットの前面に
バンパーを付けたことで、ナシに乗り上がる
回数は、実証 1 年目でが 46 回のところ、実
証 2 年目では 19 回のみ（3 日に 1 回程度）
であり、1ヶ月あたりの作業時間は、慣行作
業の 280 分 /10a に比べ草刈りロボットを活
用した実証では63分/10aとなり77％削減。

小型多機能ロボット活用によるリモート防除

●施設トマトにおいて、作業者への農薬付着率
は慣行作業での平均付着面積率 71.6％に対
し、小型多機能ロボットによるリモート防除
では0.2％となり、99％削減。

①小型ロボットでのトマト等の運搬支援 ②小型ロボットでのナシの運搬支援 ③草刈りロボットでの果樹園下管理 ④小型ロボットでの防除作業

図１．トマトにおける収穫運搬作業時間の減少効果 図２．ナシにおける草刈り作業時間の減少効果 図３．トマトにおける防除作業の農薬暴露の減少効果

実証成果
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実証テーマ  スマート商流　 品目  レタス、ブロッコリー




